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職 名 講師（兼任教員） 

氏 名 手賀 寛 

 

学   歴   等 

年  月 事   項 

平成 10年 3月 東京大学法学部卒業 

平成 12年 3月 東京大学大学院法学政治学研究科修士課程卒業 

 

職        歴 

年  月 事   項 

平成 12年 4月 小竹・パートナーズ法律経営特許事務所 パラリーガル（平成 17年 3月まで） 

平成 17年 4月 首都大学東京法科大学院 リサーチ・アシスタント（平成 18年 3月まで） 

平成 18年 4月 首都大学東京法科大学院 研究員（平成 21年 3月まで。平成 20年より助教に役職名変更） 

平成 21年 4月 首都大学東京 都市教養学部法学系 准教授（平成 27年 3月まで） 

平成 27年 4月 首都大学東京大学院 社会科学研究科法曹養成専攻 准教授（平成 30年 3月まで） 

平成 30年 4月 首都大学東京大学院 法学政治学研究科法曹養成専攻 准教授（令和 2年 3月まで） 

令和 2 年 4月 東京都立大学大学院 法学政治学研究科法曹養成専攻 准教授（大学名称変更。現在に至る） 

 

最 近 の 主 な 研 究 業 績 

著書、学術論文等の名称 
単著・共著

の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等又は 

発表学会等の名称 

論文    

（学術論文）    

1 手賀 寛「弁護士法二三条の二第二項に基づく照会

に対する報告をする義務があることの確認を求める

訴えの適否」 

単 著 R2, 2 60号 pp．110～113 

2 手賀 寛「第三債務者の陳述の法的性質」 単 著 R2. 1 上原敏夫・長谷部由起子・山本

和彦編『民事執行・保全判例百選

［第 3版］』 pp. 112〜113 

3 手賀 寛「事務所を共同するということ」 単 著 R1. 7 ジュリスト 1535号 p. 87 

4 手賀 寛「守秘義務」 単 著 H31. 2 ジュリスト 1529号 pp. 59〜65 

5 手賀 寛「弁護士法 25 条 1 号に違反する訴訟行為

の排除」 

単 著 H30. 4 ジュリスト臨時増刊『平成 29年

度重要判例解説』pp.144〜145 

6 手賀 寛「依頼者の死亡と弁護士の証言拒絶権」 単 著 H30. 2 高田裕成ほか編『高橋宏志先生古

稀祝賀論文集 民事訴訟法の理

論』（有斐閣）pp. 543〜567 

7 手賀 寛「デンマーク及びフィンランドにおける弁

護士の証言禁止規定について」 

単 著 H29. 7 首都大学東京法学会雑誌 58 巻 1

号 pp. 213〜242 

座談会    

1. 手賀 寛・齋藤隆夫・福田哲也「鼎談『司法書士と

倫理について』」 

共 著 R2. 3 日本司法書士会連合会会報

THINK118号 pp. 10〜24 

翻訳    

1. フィリープ・ダ・ヤーヒルゥ「独立性を確保するた

めの監督   ──欧州における弁護士会の指導監督機

能」（手賀寛訳） 

単 訳 H29. 4 森際康友・髙中正彦編『依頼者見

舞金-国際的未来志向的視野で考

える』（ぎょうせい）pp. 78-97 

 

 



学会及び社会における活動等 

年  月 事 項 

平成 18年 5月 日本民事訴訟法学会 会員（現在に至る） 

平成 21年 8月 文部科学省 大学改革推進等補助金 専門職大学院等における高度専門職業人養成教育推

進プログラム 「法科大学院コア・カリキュラムの調査研究」実務基礎科目研究班 法曹倫

理グループ委員（平成 21年 3月まで） 

学会報告関連  

平成 27年 5月 National Reporter of the Fourth Session “Coercive Measures Applied to Individuals” (General 

Report by Prof. Teresa Armenta Deu), at International Association of Procedural Law XVth World 

Congress 

令和 1年 11月 Hiroshi Tega, Lawyer’s Right to Refuse to Testify and its Limit, at International Association of 

Procedural Law XVIth World Congress on Procedural Law 

 


